
平成２８年９月２８日 

糸島市議会 

 議長  谷口 一成 様 

 

 

議会活動に関する調査特別委員会  

  委員長  中村 進 

 

 

   調査結果の報告（第３回）について 

 

 

 平成２６年第２回定例会において本委員会に付託された議会活動に関する調査につ

いて、これまでの調査結果を報告いたします。 
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１．調査事件 

 二元代表制の一翼を担う議会の活性化を図るため、議会のあり方や運営方法について調査・研究を

行う。 

 

２．経過等 

（１）これまでの経過 

本委員会は平成２６年３月定例会において設置され、概ね毎月１回、計３１回委員会を開催し、糸

島市議会のあり方や議会の運営方法等について議論を行ってきた。また、平成２７年６月には第１回

中間報告、平成２７年９月には第２回中間報告を行っている。 

第２回中間報告では、議会の広聴機能として、市民との意見交換の制度を早急に整えるべきとの提

案を行った。この提案に基づき、議員全委員協議会で市民との意見交換会の実施が決定され、平成２

８年２月に「市民と議会との意見交換会」が実施された。 

実施にあたっては、糸島市議会として初めての取組みであることから、実施に係る課題等の調査研

究のため、本特別委員会が実施の準備や取りまとめ等を行った。本報告では、第２回中間報告以降主

に取り組んできた市民との意見交換会の実施の経過と結果及び今後検討が必要な事項等について報

告を行うものである。 

なお、委員会開催状況については、以下のとおりである。 

 

（２）委員会開催状況 

回 年月日 調   査   事   項 備 考 

１ H26 3/27 正副委員長の互選  

２  4/9 委員会の調査方法について  

３  5/21 取り組むべき課題の整理、調査順序について  

４  6/18 
市民の代表としての議会のあり方について 

議員定数及び会派制について  

５  7/29 

市民の代表としての議会のあり方について 

・市民アンケートの実施について 

議員定数及び会派制について 
 

６  8/20 

市民の代表としての議会のあり方について 

・市民アンケートの内容について 

二元代表制の一翼としての議会のあり方について 

・審議の活性化について（調査項目の選定） 

 

７  9/25 

二元代表制の一翼としての議会のあり方について 

・審議の活性化について 

 ①質疑の方法について、②一般質問の方法について 

③討論の方法について、④議員間討議について 

 

８  10/17 

市民の代表としての議会のあり方について 

・市民アンケートの集計作業等について 

二元代表制の一翼としての議会のあり方について 

・審議の活性化について 

 ①反問権の付与について、②請願の審議・審査につい

て③予算、決算審査方法について 

 



      

 

2 

-  10/30 市民アンケート発送準備作業（アンケート用紙封詰）  

-  11/10 市民アンケート発送  

９  11/12 

二元代表制の一翼としての議会のあり方について 

・審議の活性化について 

 ①当初予算の審議方法について 

②補正予算の審議方法について 

③決算の審議方法について 

 

-  11/13 

他市議会視察（意見交換） 

・朝倉市議会 

 ①会派制 ②予算決算審議 ③議会報告会 について 

・春日市議会 

①会派制 ②議会報告会 について 

 

10  12/16 

他市議会視察の結果について 

二元代表制の一翼としての議会のあり方について 

・審議の活性化について 

 ①これまでの協議事項の整理 

議員定数及び会派制について 

 ・今後の調査について 

 

- 
 
 

12/17
～ 
1/14 

アンケート集計作業  

11 H27 1/21 

アンケート集計結果（速報）について 

議員定数及び会派制について 

・会派制の導入について 

 ・議員定数について 

 

12  2/18 
議員定数について 

 ・定数の増減について  

13  3/23 

調査経過に対する委員外の議員の意見について 

議員定数について 

 ・定数（具体的な数）について 

市民の代表としての議会のあり方について 

・議会の広聴機能について 

 

14  4/22 

市民の代表としての議会のあり方について 

・議会の広聴機能について 

（糸島市議会における広聴の目的について） 

 

15  5/14 
市民の代表としての議会のあり方について 

・議会の広聴機能について（糸島市議会に合った広聴について） 
 

  6/16 第１回中間報告  

16  6/19 

市民の代表としての議会のあり方について 

・議会の広聴機能について 

 （第２回中間報告の実施について） 

 （市民との意見交換会について） 

 

17  7/23 市民の代表としての議会のあり方について  
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・議会の広聴機能について（市民との意見交換会について） 

18  8/18 
市民の代表としての議会のあり方について 

・議会の広聴機能について（市民との意見交換会について） 
 

  9/28 第２回中間報告  

19  9/28 

意見交換会の実施について 

・開催日時、実施会場、担当議員案の検討 

・開催内容の検討 

・実行委員会内の役割分担 

 

  

10/20 

～ 

10/22 

視察調査 

・視察先 

岐阜県高山市、可児市、長野県松本市 

・視察内容 

  議会活性化の取組みについて 

  （議会報告会、議会からの政策提言等） 

 

20  10/26 

意見交換会の実施について 

・プレゼンテーション内容等の検討等 

視察調査結果について 

・調査結果についての検討 

 

21  11/19 

意見交換会の実施について 

・広報、来場者アンケート、備品、プレゼンテーション

内容等の検討等 

 

22  12/1 

意見交換会の実施について 

・集客の取組、プレゼンテーション口述、参加議員のリ

ハーサルについての検討等 

視察調査結果について 

・報告書の検討 

 

23 H28 1/8 
意見交換会の実施について 

・司会進行要領、ポスター掲示についての検討等 
 

24  1/14 
意見交換会の実施について 

・ポスター掲示依頼活動等 
 

25  2/9 
意見交換会の実施について 

・意見交換会の実施結果の検討 
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26  3/3 

意見交換会の実施について 

・各会場の報告書の取りまとめ 

・アンケート結果の検討 

 

27  4/12 

意見交換会の実施について 

・市民意見の取り扱いの検討 

・今後の実施についての検討 

議会基本条例について 

・調査方法の検討 

 

28  5/6 

意見交換会の実施について 

・今後の実施についての検討 

議会基本条例について 

・調査の基本方針の検討 

・他団体の状況及び糸島市の例規の状況の調査 

 

29  6/16 

意見交換会の実施について 

・次回の意見交換会の実施組織の検討 

議会基本条例について 

・調査スケジュールの検討 

・ワーキンググループの設置 

議会図書室について 

・他団体及び糸島市議会の状況の調査 

 

30  7/22 

第３回中間報告について 

議会基本条例について 

・基本条例の構成について 

 

31  9/1 

第３回中間報告について 

議会基本条例について 

・第３章「市民参加」について 
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３．調査報告 

 

Ⅰ市民との意見交換会の実施について 

１.実施に至った経過について 

平成２７年９月に行った中間報告で、下記の３点を理由として市議会としての広聴機能の必

要性を報告し、併せて、糸島市議会の広聴機能として市民との意見交換会実施の提案を行った。 

・２元代表制の一翼を担う議会として、市民の潜在ニーズを捉える仕組みを備えるため。 

・市民の意見を政策に反映させるため。 

・まちづくり基本条例に基づく協働によるまちづくりを推進するため。 

その後、平成２７年９月２８日の全員協議会で市民との意見交換会を実施することが決定さ

れ、本特別委員会を中心に準備を進め実施するに至った。 

 

 ２.実施状況について 

平成２８年２月６日（土）、７日（日）の２日間で「どげんね！？糸島シティーミーティング

（市民と議会との意見交換会）」と題し、糸島市議会では初めての市民との意見交換会を市内６

会場で実施し、合計２５１人の方に参加いただいた。なお、実施は全議員を３班に分けて各２

会場を担当し、会場設営から受付、進行など全て議員の手により行った。 

実施会場及び参加者数等については下記のとおり。 

なお、健康福祉センターあごら会場については、手話通訳者を配置している。 

 

①実施日 

平成２８年２月６日（土）、７日（日） 

 

②実施会場及び参加議員 

２月６日(土) 

会場 主な対象地区 参加議員 

深 江 公 民 館 二丈中学校区 
浦伊三次、笹栗純夫、伊藤千代子、田原耕一、徳安達成、岡村一伸、 

高橋徹郎、波多江貴士 

前 原 公 民 館 前原西中学校区 寺崎強、井上健作、堀田勉、小島忠義、松月よし子、藤井芳広 

健 康 福 祉 セ ン タ ー 

あ ご ら 
前原東中学校区 谷口一成、三嶋俊蔵、黒田公二、中村進、那須英仁、栁明夫 

２月７日(日) 

会場 主な対象地区 参加議員 

健 康 福 祉 セ ン タ ー 

ふ れ あ い 
志摩中学校区 

浦伊三次、笹栗純夫、伊藤千代子、田原耕一、徳安達成、 

岡村一伸、高橋徹郎、波多江貴士 

福 吉 公 民 館 福吉中学校区 
寺崎強、井上健作、堀田勉、小島忠義、三嶋栄幸、 

松月よし子、藤井芳広 

前 原 公 民 館 前原中学校区 谷口一成、三嶋俊蔵、黒田公二、中村進、那須英仁、栁明夫 
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③参加者数（市民等） 

２月６日（土） 

深江公民館・・・・・・・・６１人 

前原公民館・・・・・・・・３７人 

健康福祉センターあごら・・４０人 

 

２月７日（日） 

健康福祉センターふれあい・４９人 

福吉公民館・・・・・・・・２９人 

前原公民館・・・・・・・・３５人 

 

合計・・・・・・・・・２５１人 

 

④実施内容 

第１部 議会からの報告（①市議会について、②糸島市の財政状況について） ・・２０分 ① 

報告に対する質疑・・・・・・・・・・・・・１０分 

第２部 意見交換・・・・・・・・・・・・・・・・・３０分 

 

 

３.参加者の内訳 

 

①男女別 

全会場ともに女性の参加が少なく、全体で３０％にとどまっている。 

 
 

  

                                                   
① １４～２９ページにプレゼンテーション資料を添付 
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②年齢別 

全会場ともに高齢者の参加が多く、全体では６０歳以上が６７％を占めている。なお、４０歳

未満の参加者は５％にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③居住地域別参加状況 

 中学校区ごとの開催としたが、前原中学校区など他校区の会場への参加も多く見られる。また、

人口千人当たりの参加者数では、都市部の参加率が少ないことが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      

 

8 

４.参加者へのアンケート結果 

 問１.この会のことを何で知りましたか。 

広報・ホームページが過半数を占めた。チラシを見ての参加が１８％あり、ポスターの掲示や

駅等でチラシの配布の効果がある程度あったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問２. 説明はよくわかりましたか。 

「よくわかった」、「わかった」で約９０％を占めている。プレゼンテーションの内容を絞り、

また、事前に十分リハーサルを行ったことが功を奏したと考える。 
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問３. 時間は十分でしたか。 

「ちょうどいい」が７０％を占めたが、「短かった」という意見も４分の１を超えている。また、

長すぎたという回答も少ないため、次回以降は開催時間を延長することも可能と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４. 満足度について 

「満足」が「物足りなかった」を若干下回った。質問者が偏ったこと、また、議会としての開

催であるため議員の本音を伝えることが難しかったことが、満足度を上げることができなかった

要因と考える。 
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問５. 報告会の開催回数について 

「半年に一度」が約６０％となっている。また、多くの参加者が１年に一度以上の開催を望ん

でおり、今後も定期的な開催が必要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６.次回開催に出席されますか 

「参加」が８０％に迫る一方、「不参加」の回答は３名のみとなっている。問４で「物足りなかった」

との回答をした参加者の多くも次回開催を望んでいることが伺える。 
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５．今後の実施に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①総括 

アンケートからは開催内容について肯定的な回答が多く、また、次回開催についても望まれてい

る様子が伺える。議会としてもこれに応えるために第２回以降の意見交換会を実施すべきと考える。

併せて、今後の継続的実施に向けた体制を整えるべきと考える。 

ただし、「物足りなかった」が「満足」を上回っており、参加者の意見交換会に対する「期待」と

「開催内容」に差異があったことが伺える。その差異の原因の一つとして、議会としての開催であ

り、議会としての意見交換であったため、議員個人の本音による話しができなかったことが挙げら

れる。このため、議会としての意見交換とは別に、数人のグループに分かれたうえでの参加議員と

の懇談の場を設けるなどの手法も今後検討すべきと考える。 

また、今後は各種団体との意見交換とするなど、意見交換の対象者についても必要に合わせ随時

検討していくべきと考える。 

若い世代や女性の参加者が少なかったことも課題として挙げられる。幅広い市民の意見を聴くと

いう意見交換会の趣旨を鑑みても、議員や議会と接点が少ないと思われる若い世代などの参加を増

やすことが重要と考える。 

 

②進行方法等について 

複数の会場の参加議員が、意見交換の時間が足りないと感じていた。また、参加者の意見も「短

かった」という意見が「長すぎる」という意見を大きく上回っているため、必要に応じ開催時間を

長くすることも検討すべきと考える。 

なお、本委員会の議論の中では、質疑等への対応方法の統一が必要という意見や参加者の発言回

数等のルールが必要ではないかという意見もあったが、状況に応じ対応すべきという意見もあり、

結論を出すには至っていない。 

 

③実施結果の議会での議論への反映について 

今回、各会場で頂いた意見は、それぞれの事務を所管する委員会の所管事務調査の資料として活

用することとした。頂いた意見の活用方法については、今後もさらなる検討が必要と考える。 

  

１.第２回以降の意見交換会を実施すべき 

・今後の継続的実施に向けた体制を整えるべき 

２.意見交換会の対象や手法等については、様々なものを検討するべき 

・議会としての意見交換とは別に、数人のグループに分かれたうえでの参加議員との

懇談の場を設けるなどの手法も今後検討すべき 

・団体ごとの意見交換を行うなど、様々な実施方法を検討すべき 

３.多様な市民の参加を促す取り組みを進めるべき 

・今回参加が少なかった若い世代や女性などの参加を促す取り組みを検討するべき 
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６．市民との意見交換会の実施経過 

実施日 内容 

平成２７年 ９月２８日 ・意見交換会の実施の決定（議員全員協議会） 

 ９月２８日 ・実施日の決定 

 平成２８年２月６日(土)、７日(日) 

・会場及び担当議員(案)の決定 

 Ａ班:2/6深江公民館、2/7ふれあい 

 Ｂ班:2/6伊都文化会館、2/7福吉公民館 

 Ｃ班:2/6あごら、2/7伊都文化会館 

 ※伊都文化会館は、会場の都合で後日前原中央公民館に変更 

・内容及び時間配分の決定 

 議会からの報告（説明１５分、質疑１０分） 

地域課題についての意見交換（３０分） 

※議会からの報告の説明については、後日２０分に変更 

・議会からの報告のテーマの決定 

 議会の仕組み及び意見交換会実施に至った経緯とした 

・実行委員会（本委員会）内の役割分担の決定 

 プレゼンテーション係３名、広報係３名、会場係３名 

 １０月２６日 プレゼンテーション係関係 

・プレゼンテーション係が事前作成したプレゼンテーション案の

検討(全体を短くする等の修正) 

・タイトルの決定 

 タイトル：どげんね糸島シティミーティング 

 サブタイトル：市民と議会の意見交換会 

広報係関係 

・広報掲載の決定 

 平成２８年１月１５日号 

会場係関係 

・伊都文化会館を前原公民館へ変更 

 １０月２８日 ・代表区長会で意見交換会実施の報告 

 １１月１９日 プレゼンテーション係関係 

・プレゼンテーション案の確認及び内容の調整 

・プレゼンテーション時間を２０分に変更 

広報係関係 

・広報係作成の開催周知ポスター案の検討 

会場係関係 

・各会場での必要資機材の検討 

・各会場で必要な役割の検討 
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・会場係作成のアンケート案の検討 

 １２月 １日 プレゼンテーション係関係 

・プレゼンテーション読み原稿(前半部分)の確認 

広報係関係 

・広報計画の検討 

 １２月１１日 ・全議員へ班分けの通知 

・各班での役割分担の決定 

平成２８年  １月 ８日 プレゼンテーション係関係 

・プレゼンテーション読み原稿の確認 

・司会進行要領案の検討 

広報関係 

・広報計画の検討 

 防災無線、情報メール、市広報への掲載、 

公共施設等へのポスターの掲示の決定 

 チラシの配布については要検討とした 

  １月１４日 ・市内９７施設へのポスターの貼付 

 １月２５日 ・記者発表（正副議長及び本特別委員会正副委員長） 

 １月２７日 ・各班でのリハーサル、想定質問の検討、役割分担の確認 

 １月２８日 プレゼンテーション係関係 

・プレゼンテーション案の修正 

・各委員会作成の委員会の紹介の確認 

広報係関係 

・有志でのチラシ配布実施の報告 

その他 

・報告書様式の検討 

 ２月 １日 

  ～ 

２月 ５日 

・市内６駅でのチラシ配布。 

（波多江、筑前前原、美咲が丘、加布里 

筑前深江、福吉） 

７時から１時間程度 

 

 ２月 ６日 

２月 ７日 

・意見交換会の実施 

 ２月 ９日 ・各会場の状況、今後の改善点等の確認 

 ３月 ３日 ・報告書の取りまとめ、総括 

・来場者の分析 

・アンケート結果の分析 

・各会場での市民意見の取りまとめ 

 ５月以降 ・各委員会において、市民意見について検討 
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 参  考 

資料 1.意見交換会時のプレゼンテーション資料 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

15 

 



      

 

16 

 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

17 
 



      

 

18 

 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

19 

 



      

 

20 
 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

21 
 



      

 

22 

 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

23 
 



      

 

24 

 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

25 

 



      

 

26 

 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

27 

 



      

 

28 

 



議会活動に関する調査特別委員会第３回中間報告 

 

29 

 



      

 

30 

資料２.議会活動に関する調査特別委員」の概要 

 

（１）設置年月日：平成２６年３月２７日  

（２）設置の根拠：地方自治法第 110 条及び糸島市議会委員会条例第６条  

（３）付 託 事 項：議会活動に関する調査  

（４）委員の定数：９人（各常任委員会から３人選出）  

（５）設 置 期 間：付託された調査事項の調査が終了するまで。  

 

 

 

資料３.委員名簿 

 

 氏  名 役  職 所  属 

１ 中  村   進 委員長 建設産業常任委員会 

２ 徳  安   達  成 副委員長 市民福祉常任委員会 

３ 井  上  健  作 委  員 市民福祉常任委員会 

４ 笹  栗   純  夫 委  員 総務文教常任委員会 

５ 小  島  忠  義 委  員 総務文教常任委員会 

６ 松 月  よ し 子 委  員 市民福祉常任委員会 

７ 栁   明  夫 委  員 総務文教常任委員会 

８ 波 多 江  貴 士 委  員 建設産業常任委員会 

９ 藤  井  芳  広 委  員 建設産業常任委員会 

 

 


